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No 指摘月日 大項目 中項目 小項目 コメント内容 回答 回答月日

20 2017/6/15 有効性評価 SFP 想定事故１
ＳＦＰへの注水手段として、可搬型スプレイノズル準備の判断基準を明確にし、その
上で、必ず並行操作をする手順であれば、必要要員数を含めて整理した資料を提
示すること。

ＳＦＰへの注水手段として，可搬型スプレイノズル準備の判断基準を明確に定めまし
た。
（技術的能力1.11）
また，可搬型スプレイノズル準備の並行操作を含むＳＦＰ注水対応について，必要
要員を含めてタイムチャートに整理しました。
（有効性評価　4.1想定事故１ 第4.1-3図）

2017/8/3

21 2017/6/15
設備･技術的
能力

47_1.4_低圧時
冷却

低圧時冷却における原子炉注水の対応手段選択フローについて、可搬型設備の準
備のタイミングやＳＡ手順と自主手順との関係を整理した資料を提示すること。

対応手段選択フローに，並行操作で可搬型代替注水大型ポンプを準備することを
追加し，SA手順と自主手順を整理しました。（技術的能力1.4）

2017/8/3

34 2017/7/6 有効性評価 炉心
原子炉停止機
能喪失

ほう酸水注入系の起動操作について、中性子束振動の発生を確認した場合にも実
施するとしているが、領域不安定性をLPRM（局所出力領域計装）で検知できること
を整理した資料を提示すること。

中性子束振動が発生した場合においても，発生を容易に認知できる大きさ，かつ振
幅が極端に大きくならない範囲としてＬＰＲＭの判断基準（10%）を設定しており，ＬＰＲ
Ｍは，中央制御室内に設置されているプロセス計算機画面等により指示を確認でき
ることから容易に検知可能であることを添付資料に整理し，追加しました。（技術的
能力1.1）

2017/8/3
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目－1 

1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.11.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料

プールからの小規模な水の漏えい発生時の対応手段及び設備 

(a) 使用済燃料プール代替注水 

(b) 漏えい抑制 

(c) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．使用済燃料プールからの大量の水の漏えい発生時の対応手段及び設備 

(a) 使用済燃料プールスプレイ 

(b) 漏えい緩和 

(c) 大気への拡散抑制 

(d) 重大事故等対処設備 

ｃ．重大事故等時における使用済燃料プールの監視のための対応手段及び

設備 

(a) 使用済燃料プールの監視 

(b) 代替電源による給電 

(c) 重大事故等対処設備 

ｄ．重大事故等時における使用済燃料プールの冷却のための対応手段及び

設備 

(a) 代替燃料プール冷却系による使用済燃料プール冷却 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｅ．手順等 
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「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」より抜粋 No.20の回答



目－2 

1.11.2 重大事故等時の手順 

1.11.2.1 使用済燃料プールの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃

料プールからの小規模な水の漏えい発生時の対応手順 

(1) 使用済燃料プール代替注水 

ａ．常設低圧代替注水系ポンプによる代替燃料プール注水系（注水ライン）

を使用した使用済燃料プール注水 

ｂ．可搬型代替注水大型ポンプによる代替燃料プール注水系（注水ライン）

を使用した使用済燃料プール注水（淡水／海水） 

ｃ．補給水系による使用済燃料プール注水 

ｄ．消火系による使用済燃料プール注水 

(2) 重大事故等時の対処手段の選択 

1.11.2.2 使用済燃料プールからの大量の水の漏えい発生時の対応手順 

(1) 使用済燃料プールスプレイ 

ａ．常設低圧代替注水系ポンプによる代替燃料プール注水系（常設スプレ

イヘッダ）を使用した使用済燃料プールスプレイ 

ｂ．可搬型代替注水大型ポンプによる代替燃料プール注水系（常設スプレ

イヘッダ）を使用した使用済燃料プールスプレイ（淡水／海水） 

ｃ．可搬型代替注水大型ポンプによる代替燃料プール注水系（可搬型スプ

レイノズル）を使用した使用済燃料プールスプレイ（淡水／海水） 

(2) 漏えい緩和 

ａ．使用済燃料プール漏えい緩和 

(3) 大気への拡散抑制 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への放射性物質の拡

散抑制 

(4) 重大事故等時の対処手段の選択 
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No.20の回答「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」より抜粋



目－3 

1.11.2.3 重大事故等時における使用済燃料プールの監視のための対応手順 

(1) 使用済燃料プールの状態監視 

ａ．使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置起動 

ｂ．代替電源による給電 

1.11.2.4 重大事故等時における使用済燃料プールの冷却のための対応手順 

(1) 使用済燃料プール冷却 

ａ．代替燃料プール冷却系による使用済燃料プール冷却 

(a) 代替燃料プール冷却系による使用済燃料プール冷却 

(b) 緊急用海水系による冷却水（海水）の確保 

(c) 可搬型代替注水大型ポンプによる冷却水（海水）の確保 

(2) 重大事故等時の対処手段の選択 

1.11.2.5 その他の手順項目について考慮する手順 

添付資料1.11.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料1.11.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料1.11.3 重大事故対策の成立性 

1．可搬型代替注水大型ポンプによる代替燃料プール注水系

（注水ライン）を使用した使用済燃料プール注水（淡水

／海水） 

(1) 可搬型代替注水大型ポンプによる送水（淡水／海水） 

(2) 系統構成 

2．補給水系による使用済燃料プール注水 

3．消火系（消火栓）による使用済燃料プール注水 

4．消火系（残留熱除去系ライン）による使用済燃料プール注

水 

5．可搬型代替注水大型ポンプによる代替燃料プール注水系
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目－4 

（可搬型スプレイノズル）を使用した使用済燃料プール

スプレイ（淡水／海水） 

6．使用済燃料プール漏えい緩和 

7．可搬型代替注水大型ポンプによる冷却水（海水）の確保 

添付資料1.11.4 解釈一覧 

1．判断基準の解釈一覧 

2．操作手順の解釈一覧 
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1.11－113 

第1.11－25図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（1／2） 

（凡例） 

：プラント状態 

：操作・確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 使用済燃料プール水位低下確認 

使用済燃料プール状態監視 

使用済燃料プール監視 

カメラ用空冷装置起動

使用済燃料プール漏えい抑制 

使用済燃料プール 

（サイフォン防止機能含む）

常設低圧代替注水系ポンプによる 

代替燃料プール注水系（注水ライン） 

を使用した使用済燃料プール注水

使用済燃料プール水位監視 

水位維持 

（2／2）から 

※1

大気への 

拡散抑制 

可搬型代替注水大型ポンプによ

る代替燃料プール注水系（常設

スプレイヘッダ）を使用した使

用済燃料プールスプレイ

可搬型代替注水大型ポンプによ

る代替燃料プール注水系（可搬

型スプレイノズル）を使用した

使用済燃料プールスプレイ 

漏えい緩和 

可搬型代替注水大型ポンプによる 

代替燃料プール注水系 

（注水ライン）を使用 

した使用済燃料プール注水
消火系による使用済 

燃料プール注水 

補給水系による 

使用済燃料プール注水 

可搬型スプレイノズル準備 

ホース敷設，ノズル設置及び可搬型 

代替注水大型ポンプ接続準備

使用済燃料プール注水機能喪失， 

使用済燃料プールからの小規模な水の漏えい， 

使用済燃料プールからの大量の水の漏えい 

（並行操作） 

No 

使用済燃料プール 

スプレイ成功

※2 

常設低圧代替注水系ポンプによる

代替燃料プール注水系（常設スプ

レイヘッダ）を使用した使用済燃

料プールスプレイ 

※5 

※6 

（2／2）へ 

※2
No 

No 

No 

Yes 

Yes 

※5 

※4 

Yes 

Yes 

使用済燃料プール 

スプレイ成功

Yes 

Yes 

No 

No 
使用済燃料プール 

スプレイ成功

No 

※4

※7 

使用済燃料プール 

水位上昇

※7 

Yes 
※7 

原子炉建屋原子炉棟 

地上 6 階 

アクセス不可※２

※3 
Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

※3

使用済燃料プール水位 

燃料プール水戻り配管 

下端以上維持可能

使用済燃料プール水位 

燃料プール水戻り配管 

下端未満

使用済燃料プール水位 

「使用済燃料プール水位低」 

警報設定点以上 

維持可能

使用済燃料 

プール注水成功 

使用済燃料 

プール注水成功

使用済燃料 

プール注水成功

使用済燃料 

プール注水成功

原子炉建屋原子炉棟 

地上 6 階 

アクセス不可※１ 

可搬型代替注水大型ポンプ

準備 

Yes 

No 

※1：遮蔽維持水位の判断基準とする線量率（10mS/h）によりアクセス可

否を判断する。 

※2：使用済燃料プール水位と原子炉建屋 6 階の環境条件を考慮して総合

的にアクセス可否を判断する。 

重大事故等対処設備に

よるプラントの安全性

に関する機能が損なわ

れる火災の発生なし
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1.11－114 

第1.11－25図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（2／2） 

（凡例） 

：プラント状態 

：操作・確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

使用済燃料プール状態監視 

使用済燃料プール監視 

カメラ用空冷装置起動

燃料プール冷却浄化系又は残留熱

除去系（使用済燃料プール水の冷

却及び補給）復旧 

代替燃料プール冷却系による 

使用済燃料プール冷却

常設代替交流電源設備 

による電源確保 

使用済燃料プール 

冷却機能喪失 

（1／2）から 

※6

使用済燃料プール温度上昇確認 

緊急用海水系 

による冷却水確保

可能 
可搬型代替注水大型 

ポンプによる冷却水確保 

※1 

（1／2）へ 

※1 

（1／2）へ 

Yes 

No 並行操作 

使用済燃料プール温度監視 

使用済燃料プール水位 

オーバーフロー水位 

以上維持可能

使用済燃料プール 

注水機能使用可能 

使用済燃料プール水位 

オーバーフロー水位 

以上維持可能

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 
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目－1 

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手

順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.4.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．重大事故等対処設備（設計基準拡張）の対応手段及び設備 

ｂ．原子炉運転中の対応手段及び設備 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 低圧代替注水 

ⅱ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 復旧 

ⅱ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

(c) 溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存する場合の対応手段及び設備 

ⅰ) 低圧代替注水 

ⅱ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｃ．原子炉運転停止中の対応手段及び設備 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 低圧代替注水 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 復旧 

ⅱ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｄ．手順等 

1.4.2 重大事故等時の手順 
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「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を
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目－2 

1.4.2.1 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1) 残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水 

(2) 低圧炉心スプレイ系による原子炉注水 

(3) 残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）による原子炉除熱 

1.4.2.2 原子炉運転中における対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．低圧代替注水 

(a) 低圧代替注水系（常設）による原子炉注水 

(b) 低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水（淡水／海水） 

(c) 代替循環冷却系による原子炉注水 

(d) 消火系による原子炉注水 

(e) 補給水系による原子炉注水 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(a) 残留熱除去系（低圧注水系）復旧後の原子炉注水 

(b) 低圧炉心スプレイ系復旧後の原子炉注水 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

(3) 溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存する場合の対応手順 

ａ．低圧代替注水 

(a) 低圧代替注水系（常設）による残存溶融炉心の冷却 

(b) 低圧代替注水系（可搬型）による残存溶融炉心の冷却（淡水／海

水） 

(c) 代替循環冷却系による残存溶融炉心の冷却 

(d) 消火系による残存溶融炉心の冷却 
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「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を
  冷却するための手順等」より抜粋 No.21の回答



目－3 

(e) 補給水系による残存溶融炉心の冷却 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

1.4.2.3 原子炉運転停止中における対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(a) 残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）復旧後の原子炉除熱 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

1.4.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

添付資料1.4.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料1.4.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料1.4.3 重大事故対策の成立性 

1．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水（淡水／海

水） 

(1) 可搬型代替注水大型ポンプによる送水（淡水／海水） 

(2) 系統構成 

2．消火系による原子炉注水 

(1) 系統構成 

3．補給水系による原子炉注水 

(1) 系統構成 

4．残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）復旧後の原子炉除

熱 

(1) 系統構成 
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1.4－126 

原子炉運転中における対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手段の選択 

第1.4－21図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（1／5）

（凡例） 

：プラント状態 

：操作・確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

※1 

（2／5）から 

低圧注水系機能喪失 

No 
原子炉注水 

成功 

Yes 

原子炉水位低（レベル３） 

設定点以上に維持不可 

可搬型代替注水大型ポンプ 

準備 

低圧代替注水系（常設） 

による原子炉注水 

代替循環冷却系による 

原子炉注水 

原子炉注水 

成功 

原子炉 

水位上昇 

消火系による原子炉注水 

原子炉注水 

成功 

補給水系による 

原子炉注水 

原子炉注水 

成功 

低圧代替注水系（可搬型） 

による原子炉注水（淡水／海水） 

原子炉の冷却 

Yes 

Yes Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

No 

（並行操作） 

中央制御室操作 

による系統構成 

現場操作による系統構成 

Yes 

No 

重大事故等対処設備 

によるプラントの安全性

に関する機能が損なわれ

る火災の発生なし
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1.4－127 

原子炉運転中における対応手順 

(2) サポート系故障時の対応手段の選択 

第1.4－21図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（2／5）

（凡例） 

：プラント状態 

：操作・確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

全交流動力電源喪失 

常設代替交流電源設備により 

緊急用Ｍ／Ｃ受電 

残留熱除去系（低圧注水系） 

復旧後の原子炉注水

※1 

（1／5）へ 

（3／5）へ 

Yes 
低圧炉心スプレイ系 

復旧後の原子炉注水

No 残留熱除去系 

（低圧注水系） 

復旧 

原子炉の冷却 

低圧炉心スプレイ系 

復旧 

Yes 

No 

代替循環冷却系による 

原子炉注水

原子炉圧力容器内 

水位上昇 

No 

Yes 

代替残留熱除去系海水系 

による冷却水確保

（並行操作） 

残留熱除去系海水系機能喪失 

残留熱除去系（低圧注水系） 

復旧後の原子炉注水

冷却水確保 

成功 

※1 

（1／5）へ 

（3／5）へ 

No 

Yes 低圧炉心スプレイ系 

復旧後の原子炉注水

No 残留熱除去系 

（低圧注水系） 

復旧 

Yes 

原子炉の冷却 

低圧炉心スプレイ系 

復旧 

Yes 

緊急用海水系 

による冷却水確保

No 

代替循環冷却系による 

原子炉注水

原子炉圧力容器内 

水位上昇 

Yes 

No 

緊急用Ｍ／Ｃから 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ又は 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ 

受電可能 

Yes 

No （並行操作） 
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1.4－128 

原子炉運転中における対応手順 

(3) 溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存する場合の対応手段の選択 

第1.4－21図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（3／5） 

（凡例） 

：プラント状態 

：操作・確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

低圧注水系機能喪失 

No 原子炉圧力容器 

注水成功 

Yes 

炉心の著しい損傷 

可搬型代替注水大型ポンプ 

準備 

低圧代替注水系（常設） 

による残存溶融炉心の冷却 

代替循環冷却系による 

残存溶融炉心の冷却 

原子炉圧力容器 

注水成功 

消火系による 

残存溶融炉心の冷却 

原子炉圧力容器 

注水成功 

補給水系による 

残存溶融炉心の冷却 

原子炉圧力容器 

注水成功 

低圧代替注水系（可搬型）による 

残存溶融炉心の冷却（淡水／海水） 

残存溶融炉心の 

冷却 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

（並行操作） 

原子炉圧力容器容器破損 

※1 

（2／5）から 

重大事故等対処設備 

によるプラントの安全性

に関する機能が損なわれ

る火災の発生なし
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1.4－129 

原子炉運転停止中における対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手段の選択 

第1.4－21図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（4／5）

（凡例） 

：プラント状態 

：操作・確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

原子炉内の冷却機能喪失 

原子炉内の崩壊熱除去機能喪失 

No 原子炉 

注水成功 

Yes 

可搬型代替注水大型ポンプ 

準備 

圧代替注水系（常設） 

による原子炉注水 

代替循環冷却系 

による原子炉注水 

原子炉 

注水成功 

消火系による原子炉注水 

原子炉 

注水成功 

補給水系による原子炉注水 

原子炉 

注水成功 

低圧代替注水系（可搬型）による 

原子炉注水（淡水／海水） 

原子炉の冷却 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

（並行操作） 

原子炉水位低下確認 

※2 

（5／5）から 

重大事故等対処設備 

によるプラントの安全性

に関する機能が損なわれ

る火災の発生なし
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1.4－130 

原子炉運転停止中における対応手順 

(2) サポート系故障時の対応手段の選択 

第1.4－21図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（5／5） 

（凡例） 

：プラント状態 

：操作・確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

代替残留熱除去系海水系 

による冷却水確保

残留熱除去系海水系機能喪失 

冷却水確保 

成功 

No 

Yes 代替循環冷却系による 

原子炉注水

No 

Yes 

原子炉の除熱 

原子炉注水 

成功 

Yes 

緊急用海水系 

による冷却水確保

No 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却系） 

復旧後の原子炉除熱

残留熱除去系 

（原子炉停止時冷却系）

復旧

※2 

（4／5）へ 

（並行操作） 

※2 

（4／5）へ 

全交流動力電源喪失 

常設代替交流電源設備により 

緊急用Ｍ／Ｃ受電 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却系） 

復旧後の原子炉除熱

原子炉の除熱 

Yes 

No 

緊急用Ｍ／Ｃから 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ又は 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ 

受電可能 

Yes 

No （並行操作） 

残留熱除去系 

（原子炉停止時冷却系）

復旧

代替循環冷却系による 

原子炉注水

原子炉注水 

成功 

Yes 

No 
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目－1 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.1.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(a) 原子炉緊急停止 

(b) 選択制御棒挿入機構による原子炉出力抑制 

(c) 原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力抑制 

(d) 自動減圧系の起動阻止スイッチによる原子炉出力急上昇防止 

(e) ほう酸水注入 

(f) 原子炉水位低下による原子炉出力抑制 

(g) 制御棒挿入 

(h) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．手順等 

1.1.2 重大事故等時の手順 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1) 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「スクラム」（原子炉

出力） 

(2) 非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「反応度制御」 

(3) 重大事故等時の対応手段の選択 

1.1.2.2 その他の手順項目について考慮する手順 

添付資料1.1.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料1.1.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料1.1.3 原子炉スクラム信号一覧表 
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目－2 

添付資料1.1.4 原子炉出力－サプレッション・プール水温度相関曲線 

添付資料1.1.5 代替制御棒挿入機能 概要図 

添付資料1.1.6 代替原子炉再循環ポンプトリップ機能 概要図 

添付資料1.1.7 重大事故対策の成立性 

1．非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「反応度

制御」 

(1) スクラム・パイロット弁計器用空気系排気 

(2) スクラム個別スイッチによる制御棒挿入 

(3) 制御棒駆動水圧系引抜配管ベント弁による排水 

添付資料1.1.8 解釈一覧 

1．判断基準の解釈一覧 

2．操作手順の解釈一覧 

添付資料1.1.9 中性子束振動が発生した場合の対応について 

添付資料1.1.10 サプレッション・プール水温度における設定根拠の考え方に

ついて 
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1.1-58 

添付資料1.1.9 

中性子束振動が発生した場合の対応について 

1．中性子束振動が発生した場合の対応 

以下のいずれかの状況に至った場合に，ほう酸水注入系によりほう酸水の

注入を実施する。 

・複数の平均出力領域計装指示値が2～3秒周期で振動し，最大振幅が20％

を超えた場合。 

・複数の局所出力領域計装指示値が2～3秒周期で振動し，最大振幅が10％

を超えた場合。 

2．中性子束振動の判断基準について 

中性子束振動が発生し燃料棒線出力が急激に上昇した場合，沸騰遷移が発

生し燃料被覆管温度が上昇する可能性があるが，出力振動の振幅が極端に大

きい場合を除き速やかにリウェットすることで適切に冷却されるため燃料被

覆管の破損は発生しないと考えられる。一方，通常運転状態においても中性

子束は数％振動していることから，中性子束振動の発生を容易に認知できる

大きさで，かつ振幅が極端に大きくならない範囲として，平均出力領域計装

で20％，局所領域計装で10％を判断基準として設定している。 

3．局所出力領域計装による認知の容易性について 

局所出力領域計装については，中央制御室内に設置されている運転監視補

助装置（プロセス計算機）の画面及び中央制御室内に設置されている補助制

御盤のモニタ画面により，局所出力領域計装の指示を確認することができ

る。そのため，局所出力領域計装により中性子束振動の発生を容易に検知で

きる。 
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